
入 院 診 療 計 画 書
術式： 乳房切除術・乳房温存術
病名： ID：        氏名：　　　　　　　　様　　　　　　　主治医：        受け持ち看護師： №１

手術前 術後

 術後の全身状態が安定している 術後の全身状態が安定している 創部の圧迫除去ができる  

    尿管が抜去できる   

       

生活動作    ベッド上安静の必要性が理解できる トイレ歩行が出来る

  

CPが理解できる 術後のリハビリの必要性が理解できる   

術後のリハビリの必要性が理解できる       

   

   

禁煙指導（外来より） 呼吸練習をします（60歳以上の方） 酸素を朝外します

心電図モニター・血圧等状態を観察します 心電図・血圧計等を
回診後外します

抗生剤のテストをします ＊午後からの手術予定の患者様は
　点滴が１本あります
＊手術前に肩に注射１本がありま

点滴　４本（午前中手術予定　３本）
抗生剤　２本あります

点滴　3本
抗生剤　２本あります

点滴　2本 点滴　1本

うがいをしっかりして下さい 下剤を2錠飲みます（眠前）
心臓の貼り薬があります
（60歳以上の方）

薬が開始になります

常食 水分が回診後開始になります
３分粥が夕食から開始になり
ます

昼から5分粥になります 昼から７分粥になりま
す

手術前の検査が外来で終わって
なければあります

検査 血液検査があります

吸入をします
呼吸練習（60歳以上）

吸入をします 　 吸入をします

手術範囲の毛剃りをします

手術室で背中に痛み止めチューブが入ります
＊手術後痛みがあれば、我慢せずに言って下さ
い
手術創の排液の為に管が手術部位に入ります
ガーゼ交換

ガーゼ交換 圧迫を除去します
ガーゼ交換

ガーゼ交換

グリセリン浣腸120ｍｌ 尿管を手術室で入れます トイレ歩行が出来れば
尿管を抜きます

グリセリン浣腸120ｍｌ

看護師がうがいのお手伝いをします 全身清拭を看護師がします
歯磨きをしましょう

歩行練習を開始します
（最初の歩行は看護師が
付き添います）

入院時オリエンテーション リハビリ用パンプレット
について説明します

　 手術後主治医から説明があります リハビリ　ステップ１開始

家族と共にパスについて説明
（主治医・看護師）

手術室看護師から手術についての
説明があります

服薬指導(Ns）

術前説明（主治医） ＊手術について不安な事があれば
何でも聞いて下さい

禁煙・含嗽指導

※計画どおりにいかない事もあります。

指導

リハビリ　ステップ１

活動
自由 自由

排泄

清潔
入浴可 全身清拭を看護師がします

処置･他

疼痛･創管理

＊痛みがあれば、我慢せずに言って下さい

栄養
絶飲食

検査

呼吸

循環

注射薬

内服

合併症

術後出血がない

肺梗塞を起こさない 肺炎を併発しない

リハビリの必要性が理解できる
　ステップ１ができる
早期離床の必要性が理解できる

日
々
の
目
標

日々の状態

術前処置の必要性が理解できる

身の回りの事が自分でできる

説明･指導

疾患に対する知識がある

日　　　付



生活動作

指導

活動

排泄

清潔

処置･他

疼痛･創管理

栄養

検査

呼吸

循環

注射薬

内服

合併症

日
々
の
目
標

日々の状態

説明･指導

日　　　付

術式：乳房切除術・乳房温存術
ID：        氏名：　　　　　　　　様　　　　　　　主治医：        受け持ち看護師： №2

背中の痛み止めの管を抜去できる         退院後の生活指導が理解
できる

          

          

身の回りの事が自分でできる        

リハビリの必要性が理解できる
　ステップ１ができる

リハビリの必要性が理解できる
ステップ４ができる

          

          

      

          

昼から常食になります

血液検査が
あります

背中の痛み止めの管を抜きます
＊痛みがあれば、我慢せずに言って
下さい

管をカットします
ガーゼ交換

管を抜去します
ガーゼ交換

　

自分で拭ける部分は
拭いて下さい

洗髪をします 下半身浴ができ
ます

シャワー浴が
できます

退院後入浴ができます

リハビリ　ステップ１ リハビリ　ステップ４

主治医から退院後の
説明があります

　

看護師から退院後の
説明があります
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リハビリ　ステップ２ リハビリ　ステップ３

自由

ガーゼ交換ガーゼ交換

常食

手術部位の感染がない

リハビリの必要性が理解できる
　ステップ２ができる

リハビリの必要性が理解できる
　ステップ３ができる

自由に行動できる


